
１．スタッフ（平成28年４月１日現在）
科　　長（教　　授）　竹内　　護
　　　　　　　　　　 （子ども医療センター兼任）
外来医長（准 教 授）　五十嵐　孝（中央手術部兼任）
医　　員（准 教 授）　多賀　直行
　　　　　　　　　　 （子ども医療センター兼任）
　　　　（准 教 授）　佐藤　正章
　　　　（准 教 授）　堀田　訓久
　　　　（学内准教授）　門崎　　衛
　　　　　　　　　　 （子ども医療センター兼任）
　　　　（講　　師）　丹羽　康則（中央手術部兼任）
　　　　（助　　教）　平　　幸輝
　　　　（助　　教）　清水かおり
　　　　（助　　教）　大塚　洋司
　　　　　　　　　　 （子ども医療センター兼任）
病院助教　　　　　　 永野　達也
　　　　　　　　　　 （子ども医療センター兼任）
　　　　　　　　　　 中村　文人
　　　　　　　　　　 （子ども医療センター兼任）
　　　　　　　　　　 篠原　貴子
　　　　　　　　　　 島田　宣弘
　　　　　　　　　　 玉井　謙次
　　　　　　　　　　 岩井　英隆
　　　　　　　　　　 （子ども医療センター兼任）
　　　　　　　　　 　永川　敦士
　　　　　　　　　　 方山　加奈
　　　　　　　　　　 吉積　優子
シニアレジデント　　 15名

２．特徴
　平成27年、当院では中央手術部およびこども病院手
術室において、年間8,941件の手術を行った。このう
ち、当科では6,842件に及ぶ多彩な手術や検査の麻酔管
理を担当している。全手術件数のうち1,506件が緊急手
術であり、栃木県内のみならず近隣県からの急患にも
24時間対応している。当院の手術内容および患者背景
は多彩であり、高度な技術を要する手術や重症患者の麻
酔管理が多い。また、当科では、周術期管理として術後
鎮痛にも力を入れており、機械式ポンプを用いた自己調
節鎮痛や超音波ガイド下神経ブロックを多用している。
手術室外の活動としては、ペインクリニック外来や緩和
ケア病棟での疼痛緩和治療、検査室やカテーテル治療室
での全身麻酔や鎮静処置なども担当している。
　ペインクリニック外来は、週３日（月水金の午前中）
の診療を行っており、さまざまな痛みの疾患に対して、

神経ブロックや薬物治療を行っている。先端医療とし
て、硬膜外腔内視鏡（エピドラスコピー）による腰下肢
痛治療を行っているのが特徴である。鍼灸外来では、月
曜から金曜まで鍼灸師による診療を行っている。

・施設認定
　日本麻酔科学会麻酔科認定病院
　日本ペインクリニック学会指定研修施設
　心臓血管麻酔専門医認定施設

・認定医
厚生労働省麻酔標榜医� 竹内　　護　他29名
日本麻酔科学会認定医� 竹内　　護　他27名
日本麻酔科学会専門医� 竹内　　護　他19名
日本麻酔科学会指導医� 竹内　　護　他８名
日本ペインクリニック学会専門医
� 五十嵐　孝　他２名
日本集中治療医学会専門医� 竹内　　護　他５名
心臓血管麻酔専門医� 竹内　護　他　４名
日本蘇生学会蘇生法指導医� 五十嵐　孝
日本救急医学会専門医� 五十嵐　孝　他１名
日本小児科学会専門医� 中村文人
日本小児麻酔学会認定医� 竹内　　護　他７名
日本周術期経食道心エコー認定医
� 多賀　直行　他３名
日本プライマリ・ケア連合学会認定指導医
� 佐藤　正章　他１名

３．診療実績・クリニカルインディケーター
１）新来患者数・再来患者数・紹介率
　　新来患者数　　　　67人
　　再来患者数　　  5,015人
　　紹介率　　　　   54.1％
　　手術患者外来術前診察� 5,556人　　　　　　　
　　鍼灸外来� 355人　　　　　　　

２）入院患者数（病名別）
病名 患者数

左下肢複合性局所疼痛症候群 ２名
合計 ２名

３）手術症例病名別件数
病名 患者数

左下肢複合性局所疼痛症候群 １名
合計 １名
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４）治療成績
　手術症例については症状軽減

５）合併症症例
　なし

６）死亡症例・死因・剖検数・剖検率
　なし

７）主な検査・処置・治療件数
①手術麻酔
全身麻酔（硬膜外麻酔併用を含む）	 5984件
脊椎麻酔（硬膜外麻酔併用を含む）	 827件
伝達麻酔その他		  31件
②麻酔科ペインクリニック外来
星状神経節ブロック		  88回
　三叉神経ブロック		  32回
　硬膜外ブロック		  285回
　トリガー注射		  171回
　その他のブロック		  163回
　鍼		  389回
　透視下各種ブロック		  12回
　スーパーライザー等		  1088回
　点滴		  310回
　その他の処置		  3回
　
８）カンファランス症例
　手術患者術前カンファランス		  242回
　手術患者術後カンファランス		  242回
　医局内症例検討会		  20回

９）キャンサーボード
　なし

４．事業計画・来年の目標等
・手術麻酔業務の充実
　当院では、高度な手術や重症患者の麻酔が多く、十分
な知識や技術の習得が必要とされるので、専門医を目指
す医師の研修および教育をさらに充実させる。また、手
術麻酔業務の需要に対して、麻酔科医の人数は充足して
おらず、麻酔科専攻医の育成に力を入れる。
・労働環境の健全化
　スタッフが過重労働にならないように、当直明けは診
療業務からはずしている。来年も引き続き、業務担当量
が適正となるように努力する。
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